
会　派　名
（ ）は所属議員数

議　　　案

議
員
提
出
議
案

意
見
書

請
　
願

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

決
算

補
正

予
算

条
例

制
定

条
例
改
正

条
例

廃
止

そ
の
他

治安維持法犠牲者国家賠償法の制定に関する請願

議員の海外視察中止を求めることに関する請願

准看護師から看護師への２年課程通信制の早急な整備に関する請願

「イラク特措法」に基づくイラクへの自衛隊派遣反対に関する意見書

治安維持法犠牲者国家賠償法の制定に関する意見書

准看護師から看護師への２年課程通信制の早急な整備に関する意見書

１４年度一般会計・特別会計

１４年度水道事業会計

１５年度一般会計、１５年度国民健康保険特別会計

１５年度一般会計（市町村合併関係）

コミュニティセンター条例、生活環境の保全及び美化に関する条例

○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

× × 退 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 不採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

○ × × ○ ○ × ○ ○ × ○ 否　決

○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

無
　
所
　
属
Ｄ

無
　
所
　
属
Ｃ

無
　
所
　
属
Ｂ

無
　
所
　
属
Ａ

公
　
明
　
党
（２）

新
政
ク
ラ
ブ
（２）

共
産
党
市
議
団
（３）

新
和
ク
ラ
ブ
（６）

市
民
ク
ラ
ブ
（７）

民
成
ク
ラ
ブ
（８）

議
決
結
果

部制条例、農業委員会の選挙による委員の定数等に関する条例、特別職
の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例、職員の退職手
当に関する条例等、公民館条例、児童館設置条例、市営スキー場条例、
市営食肉センター条例

廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例

長岡地域合併協議会の設置

民　成

市　民

新　和

共産党

新　政

公明党

無所属

伊部　昌一　五十嵐清光
加藤　一康　杉本　輝榮
藤田　芳雄　恩田　正夫
小坂井和夫　横山　益郎

大地　正幸　五井　文雄
酒井　正春　丸山　勝総
勢能　節朗　矢野　一夫
櫻井　　守

小山　　忠　高野　正義
田中誠一郎　土田九二男
斎藤　　博　小林　善雄

石橋　幸男　笠井　則雄
竹島　良子

細山　隆朋　家老　　洋

山田保一郎　藤井　達徳

Ａ水科三郎　Ｂ西澤信勝
Ｃ桑原　望　Ｄ関　貴志
小熊正志（議長）

○：議案に対して賛成　　　×：議案に対して反対　　　退：退席により採決に加わらず
※：可否同数のため、議長採決により否決

※

市役所出張所設置条例、福祉コミュニティ地区センター設置条例、農村
環境改善センター条例、栖吉活性化センター条例

町（字）の区域及び名称の変更、市道路線の認定、変更及び廃止、長岡市
与板町教育に関する事務の事務委託に関する規約の変更、下水道事業に
関する事務の委託、新潟県市町村総合事務組合の設置

（
中
央
図
書
館
所
蔵
）

裏
表
紙
に
解
説
が
あ
り
ま
す

▲



市
長
が
二
期
目
の
市
政
運

営
の
基
本
と
し
て
い
る
市
民

力
と
地
域
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
役
所
の
や
る
べ
き
仕
事

と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
力

に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る

仕
事
と
を
仕
分
け
し
て
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

町
村
合
併
の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮

し
、
長
岡
地
域
の
更
な
る
発
展
を
目

指
す
に
は
、
個
性
の
異
な
る
地
域
が

互
い
に
刺
激
し
合
っ
て
パ
ワ
ー
を
高

め
る
地
域
力
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
長
岡
が
未
来
へ
と
躍
進
す
る
た

め
に
引
き
続
き
市
政
改
革
を
断
行
す

る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
の
構
造

改
革
や
市
町
村
合
併
の
推
進
な
ど
の

具
体
的
政
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
を

引
き
出
す
「
長
岡
型
や
る
気

教
育
」
の
実
践
を
掲
げ
て
い
る
が
、

当
市
の
教
育
で
目
指
す
人
間
像
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

米
百
俵
の
精
神
に
学
び
新

し
い
長
岡
を
創
造
す
る
子
、

信
濃
川
の
よ
う
に
大
き
く
心
豊
か
に

生
き
る
子
、
夢
を
持
ち
広
い
世
界
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
の
三
つ
を
、
長

岡
の
子
ど
も
の
期
待
像
と
し
て
掲
げ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
将
来
子
ど
も
た

ち
に
ど
の
よ
う
な
人
間
に
成
長
し
て

ほ
し
い
か
と
い
う
、
長
岡
の
教
育
で

目
指
す
人
間
像
に
も
通
じ
る
も
の
で

す
。
市
民
力
や
地
域
力
を
生
か
し
、

長
岡
型
や
る
気
教
育
を
着
実
に
推
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大地正幸議員
（４期・市民クラブ）

長
岡
駅
か
ら
大
手
通
り
へ

の
往
来
の
不
便
さ
を
解
消
す

る
た
め
、
駅
二
階
か
ら
直
接
バ
ス
停

や
大
手
通
り
へ
通
じ
る
歩
行
者
専
用

の
高
架
通
路
を
整
備
し
て
は
ど
う

か
。

九
月
に
提
出
さ
れ
た
中
心

市
街
地
構
造
改
革
会
議
の
中

間
報
告
で
も
、
駅
東
口
連
絡
通
路
か

ら
大
手
口
駅
前
広
場
及
び
大
手
通
り

へ
駅
二
階
か
ら
直
接
連
絡
で
き
、
自

動
車
整
理
場
の
上
に
テ
ラ
ス
を
設
け

た
歩
行
者
通
路
の
ほ
か
、
改
札
口
か

ら
大
手
口
駅
前
広
場
へ
直
接
連
絡
す

る
通
路
の
新
設
と
い
っ
た
、
具
体
的

な
提
案
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
大
手
口
駅
前
広
場
の
再
整

備
の
中
で
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
関
係
機
関

と
密
接
に
協
議
し
な
が
ら
、
実
現
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
駅
前
広
場
で
講

じ
て
き
た
ム
ク
ド
リ
対
策
の

内
容
は
ど
う
か
。
ま
た
、
最
近
は
駅

周
辺
で
カ
ラ
ス
が
増
え
て
い
る
が
、

対
策
は
講
じ
て
い
る
の
か
。

平
成
十
年
の
春
頃
か
ら
駅

前
の
街
路
樹
と
そ
の
周
辺
に

約
一
万
羽
の
ム
ク
ド
リ
が
飛
来
し
、

フ
ン
と
鳴
き
声
で
商
店
や
通
行
人
に

迷
惑
を
及
ぼ
し
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
を
検
討
し
た
結
果
、
ム
ク
ド

リ
の
悲
鳴
テ
ー
プ
が
効
果
を
発
揮
す

る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
後
も
随
時

こ
の
方
法
で
対
処
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
現
状
で
は
カ
ラ
ス
を
追
い

払
う
た
め
の
抜
本
的
な
対
策
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ム
ク
ド
リ
対
策
と
同
様

に
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
対
処
し

て
い
き
ま
す
。

酒井正春議員
（２期・市民クラブ）

悠
久
山
地
区
に
県
立
長
岡

屋
内
総
合
プ
ー
ル（
仮
称
）が

建
設
さ
れ
る
と
、
完
成
後
は
市
営
悠
久

山
屋
内
プ
ー
ル
と
共
存
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
ど
う
利
用
調
整
す
る
の
か
。

県
立
プ
ー
ル
は
県
の
基
幹

施
設
と
し
て
の
性
格
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
営
悠
久
山
プ
ー
ル
以

上
に
大
会
な
ど
競
技
者
の
利
用
が
増

加
す
る
一
方
、
市
営
屋
内
プ
ー
ル
で

の
大
会
の
利
用
は
緩
和
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
市
営
屋
内
プ
ー

ル
で
は
、
さ
ら
に
水
泳
教
室
を
充
実

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

両
施
設
の
年
間
利
用
計
画
な
ど
を

策
定
す
る
際
に
は
、
県
立
プ
ー
ル
と

十
分
協
議
し
な
が
ら
、
利
用
者
に
と

っ
て
使
い
勝
手
の
よ
い
施
設
運
営
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
が
な
い
当
市
で
は
、
多

く
の
人
が
通
年
利
用
で
き
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
す
る
よ

う
、
市
民
の
期
待
が
大
き
い
と
思
う

が
、
地
元
要
望
を
ど
の
よ
う
に
反
映

す
る
の
か
。こ

れ
ま
で
も
広
く
市
民
、

県
民
の
健
康
づ
く
り
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
利
用
が
で
き
る

施
設
と
な
る
よ
う
要
望
し
て
き
ま
し

た
が
、
県
全
体
の
競
技
力
向
上
の
基

幹
施
設
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
ら
、

そ
の
実
現
は
難
し
い
で
す
。

よ
っ
て
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
的

な
要
素
は
、
国
体
開
催
後
に
、
市
営

屋
外
五
十
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
、
幼
児

用
プ
ー
ル
の
利
用
の
あ
り
方
と
併
せ

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
市
制
施
行
百
周
年
に
つ
い
て

家老　洋議員
（２期・新政クラブ）

任
意
合
併
協
議
会
か
ら
見

附
市
が
離
脱
し
、
ま
ち
づ
く

り
の
枠
組
み
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
新
市
将
来
構
想
や
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
再
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
思
う
が
、
枠
組
み
変
更
の

影
響
を
ど
う
市
民
に
伝
え
る
の
か
。

十
二
月
八
日
に
任
意
合
併

協
議
会
を
開
催
し
、
新
市
将

来
構
想
や
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
事
務
事
業
の
調
整
な
ど
へ
の
影

響
を
報
告
し
ま
し
た
。
報
告
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
任
意
合
併
協
議
会
だ

よ
り
、
市
政
だ
よ
り
一
月
号
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
市
民
に
直
接
、
市
町
村
合
併
に

つ
い
て
説
明
す
る
出
前
講
座
な
ど
で

も
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

法
定
合
併
協
議
会
へ
の
移

行
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
説

明
会
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
民
投

票
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

住
民
説
明
会
に
つ
い
て

は
、
七
月
に
十
会
場
で
開
催

し
て
き
た
ほ
か
、
五
十
五
回
実
施
し

た
市
政
報
告
会
で
も
、
三
十
万
都
市

を
実
現
し
た
い
が
、
見
附
市
や
小
国

町
が
住
民
投
票
の
結
果
、
離
脱
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
と
、
離
脱
し
た

場
合
で
も
合
併
を
推
進
す
る
こ
と
を

明
確
に
説
明
し
て
お
り
、
今
の
段
階

で
は
改
め
て
住
民
説
明
会
を
開
く
必

要
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
制
民
主
主
義
が
十
分

に
機
能
し
て
い
れ
ば
、
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
や
住
民
投
票
は
必
要
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
平
成
十
六
年
度
予
算
に
つ
い
て

笠井則雄議員
（２期・共産党市議団）

国
連
で
採
択
さ
れ
た
子
ど

も
の
権
利
条
約
で
は
、
子
ど

も
の
意
見
表
明
権
が
保
障
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
学
校
内
に
教
職
員
や

父
母
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
も

意
見
を
表
明
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

学
校
で
は
、
児
童
・
生
徒

会
活
動
が
組
織
さ
れ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
意
見
を

述
べ
る
場
が
確
保
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
教
師
も
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な

が
ら
、
個
々
の
児
童
・
生
徒
が
自
由

に
意
見
を
表
明
で
き
る
機
会
を
設
定

し
よ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
人
た
ち
も
参
画
し

て
、
学
校
行
事
の
内
容
な
ど
に
つ
い

て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
反
映

し
て
い
る
学
校
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

提
案
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
つ
い
て

は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

学
校
図
書
館
に
専
任
の
図

書
館
司
書
を
配
置
し
て
は
ど

う
か
。

現
在
、
保
護
者
や
地
域
住

民
が
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
な

ど
、
市
民
の
力
を
活
用
し
た
学
校
図

書
館
の
整
備
と
読
書
活
動
の
推
進
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

学
校
図
書
館
の
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
司
書
教
諭
が
中
心
と
な
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
連
携
、
協
力
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
学

校
図
書
館
司
書
の
配
置
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

・
児
童
福
祉
に
つ
い
て

竹島良子議員
（２期・共産党市議団）

九
月
に
提
出
さ
れ
た
中
心

市
街
地
構
造
改
革
会
議
の
中

間
報
告
で
は
、
先
導
的
整
備
地
区
と

し
て
三
案
が
示
さ
れ
、
い
ず
れ
も
行

政
施
設
の
回
帰
の
促
進
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
が
、
財
政
的
な
裏
づ
け
な

ど
が
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い

る
。
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
市

民
の
声
を
広
く
聞
き
な
が
ら
、
長
岡

の
顔
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

提
出
さ
れ
た
中
間
報
告

は
、
公
共
交
通
の
結
節
点
で

あ
ら
ゆ
る
市
民
が
集
ま
り
や
す
い
と

い
う
中
心
市
街
地
の
特
性
に
ふ
さ
わ

し
い
施
設
の
整
備
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
事
業
を
進
め
る
際
に

は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ

な
ど
民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
用

し
、
当
市
の
財
政
負
担
を
最
小
限
に

抑
え
、
市
民
に
と
っ
て
最
大
の
投
資

効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

大
型
開
発
に
よ
る
財
政
破

綻
の
穴
埋
め
の
た
め
に
使
用

料
や
手
数
料
が
値
上
げ
さ
れ
、
さ
ら

に
ご
み
収
集
の
有
料
化
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
市
民
の
負
担
が
増
え
る
と

思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

使
用
料
や
手
数
料
な
ど
受

益
者
負
担
の
適
正
化
の
目
的

は
、
収
入
を
増
や
す
こ
と
で
は
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
と
し
な
い

人
の
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
ご
み
収
集
の
有
料
化
の

目
的
は
、
収
入
を
増
や
す
こ
と
で
は

な
く
、
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
で

す
の
で
、
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

石橋幸男議員
（３期・共産党市議団）
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近
年
、
全
国
的
に
登
山
を

楽
し
む
人
た
ち
が
増
加
す
る

中
、
鋸
山
へ
の
登
山
客
も
県
内
外
を

問
わ
ず
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自

然
環
境
に
配
慮
し
た
避
難
小
屋
と
ト

イ
レ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

鋸
山
は
、
片
道
約
二
時
間

の
極
め
て
気
軽
に
利
用
で
き

る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
天
候
の

変
化
に
も
対
応
し
や
す
い
こ
と
や
、

緊
急
時
の
下
山
も
比
較
的
容
易
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
避
難
小

屋
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
全

国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
利

用
者
が
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
や
排
せ

つ
物
な
ど
を
持
ち
帰
り
、
自
分
で
処

理
す
る
運
動
が
あ
る
一
方
、
山
に
ト

イ
レ
を
設
置
す
る
運
動
も
あ
り
ま

す
。
鋸
山
へ
の
登
山
者
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ
を
設
置
す
る

時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
利
用
者
の

利
便
性
、
管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て

総
合
的
に
検
討
を
加
え
、
判
断
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

登
山
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
、
栖
吉
の
登
山
口
の
道
路

脇
に
車
が
三
、
四
十
台
駐
車
す
る
こ

と
か
ら
、
登
山
口
付
近
に
駐
車
場
を

整
備
し
て
は
ど
う
か
。

土
曜
日
、
日
曜
日
を
中
心

に
多
く
の
車
が
駐
車
し
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
現

状
で
は
国
道
三
五
二
号
が
行
き
止
ま

り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通

に
大
き
な
支
障
は
な
く
、
駐
車
場
を

確
保
す
る
必
要
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高野正義議員
（２期・新和クラブ）

地
域
経
済
の
活
性
化
の
要

は
製
造
業
の
振
興
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
が
中
心
と
な
り
、
産
学

官
が
一
体
的
に
連
携
し
、
製
造
業
の

今
後
の
方
策
を
探
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

幸
い
当
市
に
は
、
機
械
、

部
品
加
工
を
中
心
と
し
た
も

の
づ
く
り
の
技
術
の
集
積
が
あ
り
、

長
岡
技
術
科
学
大
学
、
長
岡
高
専
な

ど
の
先
端
的
な
研
究
機
関
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
産
学
官
連
携
を
基
軸
に
し
、

産
業
集
積
基
盤
の
強
化
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
企

業
が
意
欲
を
持
っ
て
積
極
的
に
活
動

で
き
る
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
産
学
官
の
連
携
を
一
層

強
固
な
も
の
と
し
、
関
係
機
関
が
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
、
整
合

性
を
持
っ
て
効
果
的
に
支
援
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
技
術

の
高
度
化
や
高
付
加
価
値
化
を
避
け

て
は
通
れ
ず
、
ま
た
国
際
競
争
に
対

応
す
る
た
め
に
は
支
援
策
が
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

当
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
や
産
学
共
同
研
究
事
業
に
取
り
組

み
、
地
域
産
業
の
技
術
高
度
化
、
製

品
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る
と
と
も

に
、
新
技
術
新
製
品
開
発
資
金
融
資

事
業
な
ど
、
資
金
面
で
も
支
援
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、

世
界
に
通
じ
る
技
術
の
ま
ち
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小山　忠議員
（４期・新和クラブ）

国
で
は
、
来
年
度
予
算
編

成
に
当
た
り
、
複
数
年
度
に

わ
た
る
予
算
を
認
め
る
モ
デ
ル
事
業

と
、
複
数
の
省
庁
に
ま
た
が
る
重
要

な
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
横
断
的
、

重
点
的
に
予
算
を
配
分
す
る
政
策
群

と
い
う
二
つ
の
新
た
な
手
法
が
試
験

的
に
導
入
さ
れ
た
が
ど
う
考
え
る
か
。

こ
の
新
た
な
手
法
の
導
入

は
、
単
年
度
主
義
や
省
庁
縦

割
り
に
よ
る
無
駄
や
、
非
効
率
の
弊

害
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
従
来
の
予
算

編
成
方
式
を
改
め
、
制
度
改
革
や
規

制
改
革
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、

よ
り
柔
軟
な
予
算
編
成
を
目
指
し
て

お
り
、
評
価
で
き
ま
す
。

東
京
都
足
立
区
で
は
、
予

算
編
成
の
際
、
財
政
課
が
す

べ
て
の
部
局
の
予
算
を
査
定
す
る
従

来
の
方
式
を
改
め
、
予
算
の
編
成
、

執
行
権
限
を
各
部
局
に
移
譲
す
る
包

括
予
算
制
度
を
導
入
し
た
。
財
政
の

硬
直
化
が
ま
す
ま
す
進
む
中
、
当
市

で
も
予
算
編
成
の
抜
本
的
改
革
が
必

要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
も
主
要
課
題
検

討
会
議
や
政
策
検
討
会
議
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、
予
算
編
成
に
向

け
て
新
規
施
策
や
重
点
事
業
の
洗
い

出
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
提
案
の
あ
っ
た
包
括
予

算
制
度
を
は
じ
め
、
先
進
的
な
事
例

な
ど
を
参
考
に
し
、
市
民
生
活
の
向

上
、
充
実
を
目
指
し
、
限
ら
れ
た
財

源
の
有
効
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
研

究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
管
理
委
託
制
度
か
ら
「
指
定
管
理

者
制
度
」
の
導
入
に
つ
い
て

山田保一郎議員
（３期・公明党）

行
財
政
改
善
の
推
進
に
よ

り
、
積
極
的
に
民
間
委
託
を

進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民

間
に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
を

基
本
に
、
民
営
化
あ
る
い
は
外
部
委

託
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
公
設
青

果
地
方
卸
売
市
場
の
民
営
化
や
、
学

校
給
食
調
理
業
務
の
委
託
化
な
ど
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
財
政
事
情
の
厳
し
さ
が
予

想
さ
れ
る
中
、
多
様
化
、
複
雑
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
こ
た
え
る

に
は
、
民
間
活
力
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
は
直
営
で
実
施

し
た
場
合
と
比
較
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

を
低
下
さ
せ
ず
に
コ
ス
ト
を
削
減
で

き
る
か
、
あ
る
い
は
同
じ
コ
ス
ト
で

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
民
営

化
や
外
部
委
託
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。行

政
で
や
る
べ
き
仕
事

と
、
民
間
で
で
き
る
仕
事
の

仕
分
け
を
考
え
る
組
織
や
研
究
会
を

立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

国
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
民
間
開
放
に
つ
い
て
の
議

論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
民
間
委

託
に
対
す
る
制
度
的
な
改
革
が
進
む

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
当

市
で
は
、
こ
う
し
た
国
の
動
き
を
注

視
し
な
が
ら
、
外
部
の
人
の
意
見
を

取
り
入
れ
、
市
民
力
と
地
域
力
を
生

か
す
こ
と
を
目
標
と
し
、
引
き
続
き

民
間
委
託
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

西澤信勝議員
（１期・無所属）

新
規
学
卒
者
や
フ
リ
ー
タ

ー
な
ど
若
年
層
の
就
業
機
会

を
広
げ
る
た
め
、
職
業
訓
練
の
助
成

策
の
充
実
な
ど
、
き
め
細
か
な
就
職

支
援
策
を
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

若
者
の
フ
リ
ー
タ
ー
化
や

就
職
内
定
率
の
低
迷
な
ど
雇

用
環
境
に
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
あ
り
ま
す
が
、
長
岡
公
共
職
業

安
定
所
管
内
の
高
校
生
の
就
職
状
況

が
前
年
よ
り
上
回
り
、
若
干
は
改
善

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
公
共
職
業
安
定

所
、
商
工
会
議
所
、
市
で
組
織
す
る

雇
用
対
策
協
議
会
で
は
、
今
後
も
就

職
支
援
に
向
け
た
各
種
事
業
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

職
業
訓
練
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

市
職
業
訓
練
協
会
及
び
電
気
工
事
職

業
訓
練
協
会
に
対
し
、
市
独
自
に
助

成
を
行
い
、
地
場
産
業
を
支
え
る
人

材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
、
県
と
連
携
、
協
力
し

て
、
若
者
の
就
職
支
援
を
き
め
細
か

く
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
検
討
も
進
め
て
い
ま
す
。

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別

基
金
事
業
な
ど
、
政
府
の
雇

用
、
労
働
施
策
を
有
効
に
活
用
し
、

雇
用
対
策
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

当
市
で
は
、
制
度
を
最
大

限
活
用
し
て
お
り
、
失
業
者

の
新
規
雇
用
は
十
四
年
度
実
績
で
百

八
人
、
今
年
度
は
百
三
十
三
人
で
す
。

今
後
も
、
国
の
雇
用
、
労
働
施
策

を
有
効
に
活
用
し
、
独
自
の
施
策
も

加
え
な
が
ら
、
地
域
の
雇
用
対
策
を

強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
障
害
児
教
育
に
つ
い
て

藤田芳雄議員
（２期・民成クラブ）

当
市
の
小
・
中
学
校
で

は
、
給
食
時
の
ポ
リ
カ
ー
ボ

ネ
ー
ト
製
の
食
器
を
入
れ
替
え
る
な

ど
、
化
学
物
資
の
削
減
に
努
め
て
い

る
が
、
よ
り
一
層
の
削
減
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

既
に
、
学
校
や
保
育
園
で

は
、
食
器
洗
浄
に
使
用
し
て

い
る
合
成
洗
剤
を
石
け
ん
洗
剤
に
切

り
替
え
て
い
ま
す
し
、
除
草
す
る
際

は
農
薬
の
使
用
を
取
り
や
め
て
い
る

施
設
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
定
期
的
に
化
学
物
質
の

使
用
状
況
を
調
査
、
把
握
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
環
境
へ
の
負
荷
が

小
さ
く
、
安
全
性
の
高
い
製
品
の
使

用
を
目
的
と
し
た
グ
リ
ー
ン
購
入
を

進
め
る
ほ
か
、
化
学
物
質
の
使
用
の

削
減
に
つ
い
て
、
関
係
部
局
へ
の
指

導
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

化
学
物
質
の
削
減
は
、
公

共
施
設
だ
け
で
は
大
き
な
成

果
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
全
市

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。広

く
市
民
に
使
用
さ
れ
て

い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
や

農
薬
な
ど
の
化
学
物
質
は
、
法
律
に

基
づ
き
製
造
、
販
売
さ
れ
、
使
用
が

認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
使
用

を
減
ら
す
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

一
方
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
は

環
境
ホ
ル
モ
ン
作
用
が
認
め
ら
れ
な

い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
全

性
が
十
分
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
物

質
も
あ
る
の
で
、
化
学
物
質
や
家
庭

用
品
の
適
正
な
使
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
市
政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

関　貴志議員
（２期・無所属）



少
子
化
が
進
み
、
小
規
模

校
で
は
さ
ら
に
児
童
数
が
減

少
し
、
一
人
ひ
と
り
に
目
が
行
き
届

く
な
ど
よ
い
面
も
あ
る
一
方
、
複
式

学
級
が
増
し
、
充
実
し
た
教
育
が
行

え
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

一
般
的
に
、
小
規
模
校
で

は
大
規
模
校
に
比
べ
、
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
機
会
が
少
な
く
、
競
争
心

に
欠
け
る
面
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
小

規
模
校
な
ら
で
は
の
よ
さ
を
生
か
し

た
学
校
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
学
校
と
地
域
が
親
密
な
関
係
を
築

い
て
お
り
、
学
校
で
は
教
育
活
動
に

地
域
の
事
物
や
人
と
の
関
わ
り
を
大

切
に
し
た
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
大
規

模
校
に
は
な
い
利
点
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
積
極
的
に
推

進
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

小
規
模
校
を
解
消
す
る
た

め
、
学
校
周
辺
に
若
者
向
け

の
住
宅
団
地
を
造
成
し
、
人
口
の
増

加
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

当
市
で
は
、
集
落
地
域
活

力
再
生
基
本
計
画
を
策
定

し
、
地
域
の
継
続
的
な
発
展
に
つ
な

が
る
住
民
本
位
の
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
、
地
域
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
自
主
的
な
取
り
組
み
へ

の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
市
内
二
地
区
で
は
、
自
主
的

な
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
に
地
区
計

画
の
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
過
疎
化
の
進
む
地
区
で

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
継
続
的
に
行

わ
れ
、
具
体
的
な
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
よ
う
、
支
援
し
ま
す
。

土田九二男議員
（６期・新和クラブ）

北信越市議会議長会主催のオーストラ
リア・ニュージーランド行政視察が行わ
れ、当市からの２人を含み、５県で合わせ
て２２人の市議会議員が参加しました。
最初の訪問地シドニーでは、環境保全

と開発の調和、電子自治体についてを視
察しました。電子自治体の取り組みにつ
いては、地域情報化と年々増加する市民
ニーズに対応するため、２３のサーバーを
管理し、地域社会のＩＴサポートを行って
いるほか、市役所の２４時間オープンを検
討しているとのこと。市民の目線でサー
ビスの質を高める取り組みに、深い感銘
を受けました。

次の訪問地オークランドは、ニュージ
ーランド最大の都市で、青少年保護と育
成に積極的に取り組んでいます。中でも、
ＮＧＯ機関施設「ユースライン・ハウス」
では２４時間体制の電話相談を行ってお
り、危機的な状態にある青少年を救って
います。決して立派とは言えない施設で
すが、指導者１人ひとりが情熱を持ち、
青少年の心理をよく理解し、指導してい
ました。我が国でも不登校の生徒を受け
入れるなど青少年の育成を目的とした施
設がありますが、指導者の研修、訓練が
いかに大切かを理解できた視察となりま
した（次号へつづく）。

■表紙の解説
長岡藩主の牧野家が鎮火祈願のために呉服町に建てた稲荷神社の初午

はつうま

風景で
す。雪が降る中を、子どもたちが「正一位稲荷大明神」と書かれたのぼりを奉
納に行くところです。２そうの舟の着くところは内川（柿川）の河

こう

戸
ど

です。

古紙配合率70％再生紙を使用しています 

性化基本計画と官庁施設の老朽化対策とが重なり、
平成１２年に整備計画を策定。その後承認を経て、都
城合同庁舎建設に着手し、現在６施設の入居を予定
しているとのことでした。
鹿児島市では下水汚泥堆肥化場「サツマソイル」

を視察しました。サツマソイルとは、下水処理場か
ら発生する汚泥脱水ケーキを、約４０日かけて好気性
微生物により発酵させ堆肥化したもので、鹿児島市
ではこの堆肥化した肥料を販売しており、とても参
考になりました（文責：高野正義）。

このたびの視察は、①各市議会の議会運営の比較、
②議会活性化への取り組み状況、③市町村合併の進
捗状況、これら３点を主な調査目的として実施しま
した。
津市の議会活性化については、ホームページの開

設、本会議質疑の持ち時間制の導入などに取り組ん
でいました。また、市町村合併については、３０万都
市（中核市）を目指し１１市町村でスタートしました
が、一部離脱で現在１０市町村（人口約２８万６千人）
となった点が、長岡地域と類似しています。
豊田市の議会活性化では、会議録検索システムの

導入、議会傍聴の改善、議会だよりのリニューアル
などに努め、現在は議会活性化特別委員会を設置し、
質問・質疑のあり方、会議規則の見直しなどに取り
組んでいるとのことでした。
さいたま市は、１３年５月に旧浦和・大宮・与野の

３市が合併し、１５年４月に全国で１３番目の政令指定
都市となりました。現在は、予算・決算の審査方法、
代表質問制の導入など、政令市にふさわしい議会運
営について、全般的に見直しをしているとのことで
した。
地方議会も大きな変革期を迎えている今、その器

となる議会運営についても日々改善を重ね、あるべ
き姿を大胆に模索していかなければならないと感じ
て、視察を終えました（文責：大地正幸）。

北九州市ではミニ公募債、防災対策と消防庁舎を
視察しました。ミニ公募債とは、市民に購入しても
らう市債で、北九州市では博物館や公園などの整備
に充てました。５年物国債を若干上回る利率である
ことから、過去２回の発行は即日完売となり、資金
調達先は確実に拡大したようです。
佐賀市では市町村合併を視察しました。現在１市

６町で合併協議が進められていますが、長岡地域同
様、議員身分の意見集約が難航しています。在任特
例を採用する場合は、①任期は１年、②議員報酬は
最も低い自治体の報酬に統合、③地域審議会は設置
しない、ということに決まり、全国的に見てもユニ
ークと思われるので、参考になりました。
長崎市では平和推進事業とＰＦＩによる消防庁舎建

設事業を視察しました。消防庁舎へのＰＦＩ導入の可
能性については現在、調査中とのことでしたが、従
来の手法に比べ７.５％のコスト削減が図られるとい
うことでした（文責：加藤一康）。

明和町では中学校図書室の管理運営を民間に委託
している事業を視察しました。新着本や文庫本の専
門コーナーなどを設置したり、室内を明るい装飾に
するなど、学校図書室を書店のような雰囲気に演出
した結果、貸出数が倍増したなど、図書室の運営の
あり方について参考になりました。
豊橋市では市営池上住宅を視察しました。この住

宅は高齢社会に対応した共同居住型と環境に配慮し
た環境共生型とを組み合わせた新しいタイプの集合
住宅で、談話室や菜園などを共同で管理することに
よって、団地全体に一体感が芽生え、入居者同士が
お互いに支え合いながら生活できる点が、とても参
考になりました。
富士市では保健福祉と子育て支援の複合施設「フ

ィランセ」を視察しました。ユニバーサルデザイン
を採用し、ハートビル法の厳しい基準をクリアした

認定施設で、保健福祉センター、男女共同参画セン
ター、ファミリーサポートセンターなどで構成され
ています。１７０団体が登録し、昨年度は１６万人が利
用したとのことでした（文責：藤田芳雄）。

大分市では「おおいた『元気印』まちづくり応援
事業」に取り組み、まちの活性化、にぎわいの創出、
伝統文化の継承を図っています。１００万円を上限と
する助成金により人形山車を改修し、伝統芸能の衰
退を防ぐことや、ワールドカップサッカーの開催地
として建設されたビッグアイを、今後どうやって市
民に有効に活用させるかという点が参考になりまし
た。
山香町にある大分農業文化公園は、自然と親しみ

ながら農業・農村の文化を学習する場であり、知っ
て、遊んで、憩える新しい農業・農村の発信基地と
して参考になりました。
別府市では「もったいないねット」を視察しまし

た。ごみの減量を目的とするもので、市民の生活品
で、譲る・求める・差し上げる品物をリストにまと
め、それぞれの関係者の橋渡し役をすることが、と
ても興味深いものでした（文責：酒井正春）。

宮崎市では中心市街地活性化について視察しまし
たが、活性化を図るため、過去の投資を有効に活用
し、環境負荷をかけずに取り組んでいました。一方、
中心市街地には官公庁があり、観光客が年間５８６万
人も訪れるにもかかわらず、空き店舗が多いことか
ら、中心市街地活性化の難しさの一面を感じました。
都城市では線引き廃止とシビックコア地区整備計

画を視察しました。線引き廃止については、廃止後
に市街化調整区域で住宅の建設が盛んになり、人口
も増え、この事業の目的であった過疎化問題も解決
し、一応の成果があったとのことでした。また、シ
ビックコア地区整備計画については、中心市街地活

全国各地の先進的なまちづくりを調査・研究し、今後の市政のあり
方を考察するため、4常任委員会と議会運営委員会では、次のとおり
行政視察を実施しましたので、報告します（全文についてはホームペ
ージで紹介しています）。


